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  ユーラシアンホットライン  
クラブ創設20周年の集いは4月28日(日）、日本橋三越前のレストランで 

これからの10年を見据え、江藤セデカ理事長、バーボルド副理事長を中軸とした活動を展望します

ユーラシアンクラブ 会長 大野 遼 
  旧ソ連崩壊から一年後、1992年9月、新聞での募集に応じた10

数人の参加者が日本海対岸の先住少数民族村の視察ツアーに参加し

た。ツアーは二系統で実施され、一つは沿海地方最大のウデゲの少

数民族村クラスニーヤルを中心とした原生林視察ツアー、もう一つ

はアムール川下流のウリチの少数民族村ブラバを中心としたツアー。

一行はハバロフスクで合流して舟で、シカチアリャン村に上陸、村

を視察後、ハバロフスクに戻り、ハバロフスク地方政府庁舎の中で、

少数民族村の自立的発展の可能性について議論した。この議論の最

後に提案したのがユーラシアンクラブであった。ユーラシアンクラ

ブの大きな目的の一つは、人間関係の枠組みを通した少数民族村の

経済的自立の支援が当初からあった。私は、テレビ局の取材に応じ

る形であったにせよ、ロシアの若いＦＳＢ（ＫＧＢ）職員によって、

この「（経済的）自立支援」を「（政治的）自立支援」のように吹聴

された結果、最後の最後に、ロシアでの活動は挫折した。私は、20

年余りのロシアでの活動を通して、仲介した地方政府関係者や学術

機関関係者、少数民族団体指導者らに翻弄された。その結果、10数

年を対応に追われ、少数民族村からの撤退を余儀なくされた。 

ユーラシアンクラブは、日本海対岸の少数民族村を視野に、日本

列島のアイヌ、ユーラシア大陸の大国の狭間で暮らす諸民族の人々

を対象に、お互いの理解・親睦・協力を掲げ「民族の共生」と「自

然との共生」を模索するものとしてスタートしたのであるが、私は

人間について多くのことを学ぶことになった。 

ユーラシアンクラブ創設に先立って私は10年ほど、日本列島の人

と文化の成り立ちについて調査研究する北方ユーラシア学会（故江

上波夫会長）の理事・事務局長として、アルタイ山脈のスキタイ（パ

ジリク）文化の凍結墓の発掘調査や旧石器時代の遺跡調査、バイカ

ル湖周辺からシベリア各地の人類学調査、沿海地方の少数民族調査、

奈良・平安時代に日本海を渡って大和朝廷と交流していた渤海使節

が船出した港湾遺跡の発掘調査などさまざまな調査を組織していた。

この学会を創設したメンバーは、当時の日本を代表する学術界の指

導者ばかりで、私が北方ユーラシア学会からユーラシアンクラブ設

立にシフトした後も、今でも陰ながら応援を頂いている。私は、小

学生の頃から、小舟で日本海を渡り大陸奥深くに立つという幻影が

インプットされており、高校生の頃に、川越駅前の書店で手に取っ

た加藤九祚先生のシベリアに憑かれた人々の本を知り、後に私が勤

めていた大阪で、国立民族学博物館が設置され、そこに加藤九祚先

生が赴任されたことを知ってから、人生が大きく旋回した。当時私

は、メディアの記者として、日本の歴史学や文化財を取材し、メデ

ィアの記者たちに取材のノウハウを研修したりもしていたが、日本

人の歴史理解が、国内的にも対外的にも南方の系譜に偏っているこ

とを正さなくてはならないという気持ちを強く持っていた。そうし

た時、旧ソ連の中ではペレストロイカの波が寄せ、神戸に着岸した

ソ連船の中に、シベリアの少数民族関係者がおり、取材したり、国

立民族学博物館に訪れるソ連の研究者と接触しているうちに、当時

筑波大学の人類学系の責任者だった加藤晋平教授に面会し、「日本人

の北方基層を探る会」を立ち上げ、加藤九祚、坪井清足、田中琢、

松本秀雄、田中稔、大林太良ら学界の錚々たる人たちに交じって「北

方ユーラシア学会」を創設した。私は加藤九祚先生、加藤晋平先生

のお供をしながらノボシビルスクやアルタイ山脈に5年ほど通い、

さまざまな調査に立ち会った。そして実現したのがアルタイ山脈の

スキタイ（パジリク）文化の凍結王墓の発掘であった。この計画は、

ゴルバチョフ書記長訪日の際には、日ソ政府間公文で「日ソ共同調

査」として記載され、ウラジオストクからシベリア鉄道でコンテナ

8 本分の調査機材（大型トラック、バックフォー、冷凍コンテナ、

写真機材一式ほか）を送り、調査機材の調達では、田中琢氏や樋口

直正氏らの協力を得た。こうして100人余りの諸学会の研究者を現

地に派遣し、旧ソ連崩壊の年8月、ゴルバチョフ氏が拉致される報

道を聞きながら、発掘が行なわれた。私は並行して、渤海遺跡や日

本海対岸の新石器遺跡、民族調査の実施のため、当時閉鎖されてい

たウラジオストクのソ連科学アカデミーシベリア支部代表とコンタ

クトし、坪井清足、荻原真子という錚々たる研究者とウラジオスト

クを訪問し、学術調査の協定書を結び、渤海港湾遺跡発掘、新石器

時代の遺跡調査、民族調査などその後の調査進展につなげた。 

ユーラシアンクラブの構想は、私が文部省の記者クラブに詰めて

いた頃から脳裏にあったものだが、ユーラシア文化センターを設立

する計画があり、メディアを退社した後、自力で立ち上げる形で、

北方ユーラシア学会を通した学術交流とユーラシアンクラブの立ち

上げは、並行して進めた。学会が、研究者同士の直接の交流が始ま

るのに合わせて、私は学会を離れ、ユーラシアンクラブに専念する

ことになった。 

旧ソ連時代に民族村を訪ね、旧ソ連崩壊と共にただちに、視察ツ

アーの実現を構想し、事前準備にかかった。冒頭記した視察ツアー

であった。 

ユーラシアンクラブは、視察ツアーの翌年2月10日、九段会館で

開催された国際シンポジウムに、沿海地方、アムール流域の先住少

数民族村代表14人と日本列島の先住民族アイヌの代表を招き、様々

な方向について話し合った。その中の一つは、少数民族村の産業経

済の発展であって、ハバロフスク地方文化局からの求めに応じて合

弁会社も設立されたが、責任者の私的運用が目立ち挫折、文化の保

護や活用でも村側の意識と行政側の意識ギャップは大きく、思うよ

うにはならなかった。拠点として入手したキャンプも、文化局、そ

して先住民族協会指導者による私的乱用によって利活用が阻まれた。

シカチアリャン村では、富山県のカーテン製造会社（東林勉社長：

故人）提供の生地を活用した小物製作ミシン工場の整備、クラスニ

ーヤルでは山菜（ゼンマイ）の乾燥加工技術研修（荒井忠司さん；

クラブ創設幹事）や郵便貯金ボランティア基金を使ったパッキング

機械の寄贈で販売が開始、といった成果を上げたが、姉妹村が実現

しなかった。村のフォローがなかったのも一因であるが、その前提
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氷河を抱えるアルタイ山脈最高峰ベルーハ 

としての意識ギャップが大きかったというしかない。私は少数民族

村から撤退するが、最後の仕事として、「300 人の村の古代絵画展」

を2015年5月に、国立民族学博物館で開催の予定である。 

苦渋一杯の極東での体験であったが、先住少数民族を含めユーラ

シアの諸民族の理解促進のための活動は、民族誌映像を見る会、イ

ンターカレッジ文化講座ユーラシアンフォーラム、留学生フォーラ

ム、アジア・シルクロード音楽フェスティバルなどの形で継続され、

一定の評価を得た。近年になって、多くの若者がアジア各地を訪問

する時代となったが、5 年ほど前までは、ユーラシアやアジアの諸

民族の理解を得ることさえ難しい時代が続き、20年前に立ち上げた

クラブを通した協力事業は、前提となるユーラシア諸民族の理解を

欠いた状態で、今にして思えば、産業経済の発展も文化の保護協力

も時期尚早であったのかと思うばかりである。 

とはいえ、細々とした線のような形ではあったが、クラブ創設当

初からの支援者である井口隆太郎理事、クラブ創設以前からの理解

者である高橋一夫・監事ら、批判と支持の眼で私を支えてくれた多

くの仲間の援助で活動を続け、5 年ほど前からの議論の末に「日本

人クラブからの脱皮」「地域拠点型活動への転換」「情報通信ネット

ワーク化」を目指した活動の軌道修正の末に、「ユーラシアンクラブ

の今後の10年」を見据えて、昨年6月、江藤セデカ、バーボルド（富

川力道）を中心とした新しい理事長、副理事長の下で活動が模索さ

れることになった。 

日本も含めたアジアの基層文化に大きな影響を与えたペルシャや

モンゴルの文化をしっかり視野に入れ、国家・民族・宗教を超えた

新しい理解・親睦・協力の促進を目指す活動が展開されることにな

ります。私のできることはやりながら、江藤セデカ理事長、バーボ

ルド副理事長を支えていきたいと考えている。皆様の変わらぬご理

解とご支援をお願いいたします。 

ユーラシアンクラブ創設20周年の集いは、2013年4月28日（日）、

東京都中央区日本橋室町・三越前イタリアンレストラン「カレンダ

ー（ＣＡＬＥＮＤＡＲ）」；東京都中央区日本橋室町１－５－３福島

ビル９Ｆ 電話：03-6225-2090 地下鉄「三越前」駅 A1出口から

40mで開催します。会費 4千円 開場 1時 開会 1時半～5時 

江藤セデカ理事長、バーボルド副理事長を中軸とする新生ユーラ

シアンクラブの門出を激励し、国家民族宗教を超えて民族の共生と

自然との共生を模索する活動を応援してください。皆様のおいでを

お待ちしています。 

●      10月12日（土） 第3回中津川モンゴルフェスティバル開催が決定 

 ユーラシアンクラブ・愛川サライとモンゴル・ブフ・クラブ、宮

ケ瀬ダム周辺振興財団が共催し、中津川モンゴルフェスティバル実

行委員会を構成して主催する第3回中津川モンゴルフェスティバル

（神奈川県立あいかわ公園）は、10月12日（雨天順延13日開催）

に開催されることが決まりました。今後フェスティバルの詳細は検

討されることになりますが、ユーラシアンクラブ、モンゴル・ブフ・

クラブが20周年を迎えるほか、モンゴル国のウランバートルで誕生

したモンゴル文化教育大学（日本語教育も行っている）も設立 20

周年を迎えることから合同で記念行事を行うことになり、日本の大

相撲界からもモンゴル人力士が参加することが期待できます。詳細

は次号で紹介します。 

【アルタイ通信】２号  緑の海アルタイからのメッセージ「昔兄弟だった―アルタイ人」 

首都ゴルノアルタイスク日本語学校教師 泉地 俊孝 

前回の号で、エドワルド・バブラシェフさんが記したロシア連邦ア

ルタイ共和国は、ロシア南部に位置しモンゴル、中国、カザフスタ

ンに国境を接した人口約２０万人、北海道より少し広い面積の共和

国です。アルタイ人が約３０％、ロシア人が約６０％、カザフスタ

ン人その他約１０％です。 

 アルタイ人であるエドワルド・バブラシェフさんはウズベキスタ

ンのリシタン市を訪れた時、そこで「ＮＯＲＩＫＯ学級」・ジャパン

センターの存在を知り、アルタイでも日本センターをとの構想をも

ちました。２０１１年６月菅野青年（現ユーラシアンクラブ理

事；新進デザイナー）が３カ月間ここで活動し、その礎を築き

ました。私は同年１０月にこのゴルノアルタイスク市へ来て、

３カ月毎（ビザの関係）計3回９か月近い活動を行っています。 

 私の活動の中心は日本語を教えることです。日本語教室には
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日本と日本語に関心と興味がある人がつぎつぎと

集まってきます。今まで約６０名の人が入門し、

現在約２０名が５クラスに分かれて学習中です。

１５歳から２２歳までの女子学生が多いですが、

３０～５０歳の社会人3名も最初から熱心に学習

しています。ほとんどの人が初心者で「あいうえ

お」の発音、書き方から始めます。皆「ひらがな」

「カタカナ」の発音と形を一致させるまで苦労し

ますが、この山を越えると、同じアルタイ語族に

属する日本語を覚えるのは早いです。現在、半分

近くの学習者が「わたしは アルタイが とても 

すきです。」「アルタイで いちばん たかい や

まは ベルーハです。」が読み書き話せます。あと

数年で日本からの観光客（今はほとんどいません

が）に日本語でガイドできるのではないでしょうか。そして、この

日本語を活用して色々な方向へ広がっていくのも夢ではありません。 

日本語学習以外には、不定期ですが[巻きずしの作り方の講習会]、

まだ少人数ですが[習字]と[そろばん]が始まりま

した。 

 日本語教室のあるゴルノアルタイスク市は共和

国の首都で人口６万人の町です。町を走る車の７

割以上が日本車で、巻き寿司のレストランが数店

あり、合気道の道場は１０年前から開かれ多くの

人が稽古に励んでいます。日本人のいないこの町

でも、このように日本と多くの関わりを持ってい

ます。 

 また、このアルタイ共和国には、喉歌「カイ」

に代表される伝統的な民族音楽。マラール（アカ

鹿）の角の精力剤、ここで採れる甘草を使った漢

方薬、名産のベリー・ハチミツ・松の樹液などか

ら作る健康滋養食品。世界遺産となっているベル

ーハ（４５０６ｍ）を最高峰とする黄金山地。その他紹介できるこ

とがたくさんありそうです。次号から、その一端をこちらの日本語

学習者たちと共にお伝えできればと思っています。 

【マレーシア通信】第１３号   正しい『マングリッシュ』の話し方      板坂 優一 
 
● 板坂 優一：１９８３年生まれ。北海道出身。２００９年の冬からバックパックとギターを背負って中国からシリアまでア

ジア横断の旅へ。そこで見た『イスラムの世界』に魅せられ、現在マレーシアのペナンにてアジアの文化、特にイスラム圏につ

いて宗教、社会などの勉強をしている。 
 
  以前も少し書いたが、マレーシアやシンガポールでは共通の言

語として英語を使われている。言うまでもなく、英語は今日の国際

社会では欠かす事は出来ない言語だ。もちろん英語でコミュニケー

ションする機会が増えて来ているのは間違いなく、英語を話せる様

になりたいと言う人も増えているだろう。そんな中、英語を安く学

べる国として、さりげなく注目を浴びているのがマレーシアだ。英

語を本格的に海外で習いたいけど、アメリカやイギリスは物価が高

いので金銭的にちょっと無理と言う人に取って

は朗報である。現にマレーシア国内には留学生

を対象とする英語学校が沢山あり、英語を習う

為にアジア各国からマレーシアにやって来てい

る。留学生の多くはイランや中東、主に湾岸諸

国からである。イスラムが中東とマレーシアを

結ぶ架け橋なっているのもひとつのポイントだ。 
 時々マレーシアの英語は『初級、中級者向け』

と良く分からない対象で評価されている。その

理由はマレーシアの英語は通称「マングリッシ

ュ」と言われるマレー半島で話されている独特

な英語だ。要するにマレー語や中国語を始めと

するアジアの言語と英語が所々でミックスされているのだ。マング

リッシュもシンガポールの『シングリッシュ』も国によって呼び名

が変わってるだけで基本的にどちらも一緒である。もちろんアメリ

カやイギリスの英語とは二味ほど異なる表現なので、時々ネイティ

ブスピーカーには通じない時もある。ちなみに、語学学校内では正

しい英語の使い方を教えてくれるが、マレーシア人教師からはマン

グリッシュがよく飛び出す。 
 マングリッシュの特徴は発音がそれぞれの人種の母国語訛りにな

っている事や単語が短く発音され、語尾が省略される事、そして文

の終わりに「ヤー」、「ナー」、「ラー」が付く。あと文法も何かおか

しい時がある。例えば華人は中国語訛りの英語で、「Car park」を

「カッパッ」と言う様に語尾がなくなる。また典型的なのは文の終

わりにに「〜ラー」をつけることだ。使用例は「OK ラー！」であ

る。この「ラー」は

中国語の文法で語尾

につける「了」（ラー）

であり、それが英語

にもくっ付いてしま

う。意味としては「〜

だよ」、「〜だね」な

感じだろう。私が特

に面白いと思ったの

は「Can you 〜？」

と聞かれて可能な時

は「Can can!」、不

可能な時は「Can not！」と答える事だ。このように助動詞だけで

答える事は英語圏では使わないらしい。このCan canは使い安い故、

普段使う表現として定着しやすい。私もよく使ってしまう。と言う

より正しい英語と信じていた。文法はあまりややこしい事は使わず、

シンプルになる。時々、文法的に正しい表現や、あまり使わない単

語や表現をすると逆に通じない。更に、あまりにも英語がペラペラ
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過ぎても通じない事があり、相手から「英語をちゃんと話せるのか？」

とお叱りを受ける事があるそうだ。 
 マングリッシュには日本語にも共通した感覚がある様な気がする。

『Can can』は日本語で言うと「できるできる」であり、この２回

繰り返すと言う発想は日本人にもある感覚だ。文法的に変なのもあ

るがそれをよく考えると日本の文法にも似ている表現がある。文法

がめちゃめちゃだけど感覚的に理解出来る事も多々ある。例えば「今

日のチャーハンは売れ切れた。明日なら大丈夫ですよ。」＝Today, 

fried rice is already gone. Tomorrow Can. という表現になる。直

訳すれば、日本語と同じ文法になってしまうのだ。逆に日本人の中

でそのままの『ルー大柴』みたいな英語？を話す日本人も実際にい

るけど、意外と意思疎通が出来てしまうのが面白い。それをネイテ

ィブスピーカーで試すと「？？？」な顔をされる。故にアジア人の

中にネイティブスピーカーには無い何か共通の表現と理解の形があ

るのかもしれない。 

【インド通信】１０号        南インドの古典音楽             佐藤友美 
［1986 年生。幼少期をオーストラリアとシンガポールで、10 代は埼玉県で過ごす。オーストラリア国立大学でサンス

クリット語と日本語言語学を学ぶが、優等学位のために書いた論文は津田梅子に関するものだった。その後東京外国語

大学の博士課程前期に入学するも、現在休学してインド・ケーララ州で日本語教師として企業勤務。現在の主な関心は

ケララ芸能。］ 
12月から2月にかけては、南インドの芸能が盛り上がる時期で

す。特に著しいのはタミル・ナードゥ州のチェンナイ（マルガリ・

シーズンと呼ばれ、毎日どこかしらで芸能プログラムがある）で

すが、ケーララでも新年のこの時期は各地の寺院でお祭りが開催

され、州都トリバンドラムでは高名な音楽家や舞踊家を招いた芸

能イベントも数多く行われます。 

 よく、インド古典音楽と日本で紹介されるものは、大抵が北イ

ンド音楽です。ムガル帝国など、イスラム宮廷の華麗な音楽の影

響も受けたスタイル、特にカヤールと呼ばれるジャンルが主流だ

と思います。有名な弦楽器シタールも、カヤールの楽器です。 

南インドの古典音楽は、カルナータカ音楽、もしくはカルナー

ティック音楽と呼ばれるものです。ここでは、シタールではなく

ヴィーナ、太鼓もタブラではなく両面太鼓のムリダンガムが使用

されます。リズムにあたるターラのシステム、西洋のコードのよ

うな（あくまで「ような」であって、実際には全く違う）ラーガ

のシステムも、南北で違います。同じ名前のラーガであっても、

全く違うものである場合が多いです。 

 私は北イ

ンド音楽に

ついては門

外漢ですの

で、ここで

は基本的に、

南インド音

楽の話をし

ます。ケー

ララで開催

される古典音楽のコンサートは、基本的には無料です。チェン

ナイではまた事情も違ってくるようですが、私は今のところ、

コンサートにお金を払ったことはありません。 

 南インド古典のコンサートでは、観客にもある程度の知識や

教養が求められる部分があります。もちろん、実力者のコンサ

ートであ

れば、何

も分から

なくても

楽しめる

ものです。

しかし、

ここで主

眼となる

のは、歌

い手（あるいは、ヴィーナや笛の奏者）であれば、いかにラー

ガを歌いこなせているか。いかに、ターラの制約の中で創造性

を発揮しながら、ラーガの深い理解を示せるか。バイオリニス

トは、いかに正確に、かつ美しく歌い手の旋律を追いかけられ

るか。打楽器奏者は、いかに効果的に歌をサポートしつつ、ソ

ロではターラの枠の中で技巧と創造性を見せられるか。 

 どのような音楽でもそういった側面はありますが、特に南イ

ンド音楽においては、曲目などもその場その場で決められるし、

即興パートも多いし、奏者と奏者だけでなく、観客と奏者のコ

ミュニケーション、という要素がとても強いです。ですから、

知識の無い状態で聴くと、敬遠されることも多いでしょうが、

一度その魅力に目覚めてしまうと、抜け出せなくなってしまう

力があるようです。 

http://www.youtube.com/watch?v=g８QoLdljfzIs  

 今回ご紹介したのは、南インド全体の古典とも言える、カル

ナータカ音楽ですが、ケーララ土着の音楽や芸能についても、

いづれご紹介したいと思います。 

＜バイオマス産業社会ネットワーク（BIN）第 121回研究会のご案内＞ 
日 時：2013年2月26日（火）18：30～20：30 

テーマ：バイオマス発電・熱利用と方向性 

講演者：竹林征雄（NPO 法人バイオマス産業社会ネットワー

ク副理事長） 
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会 場：地球環境パートナーシッププラザ 

     （東京都渋谷区神宮前5-53-70 国連大学１F） 

  地下鉄表参道駅より徒歩５分・JR他渋谷駅より徒歩10分 

      http://www.geoc.jp/access 

 参加費：BIN会員 無料、一般 1,000円 

※日本のバイオマス利用が新しい段階に入って 10 年余りが

たちました。311 を契機に、再生可能エネルギー促進の国民

的合意が形成され、再生可能エネルギー電力買取制度も始ま

りました。※再生可能エネルギーのなかで最も多く使われて

いるバイオマスにも注目が集まり、各地で取り組みや計画が

行われています。 

※その一方で、過去の事例の成功・失敗の経験や知見が充分

シェアされておらず、同じような失敗が繰り返されている例

も見られます。 

※第121回研究会では、バイオマス産業社会ネットワーク副

理事長竹林征雄より、最近の木質バイオマス熱利用やメタン

発酵等の事例を紹介し、今後のバイオマス産業がどうあるべ

きか、参加者の皆様とともに議論できれば大変、幸いです。 

※参加をご希望される方は、下記よりお申し込みください。 

http://www.npobin.net/apply/ 

 
メディア・ユーラシア情報 ネットリサーチ  

東京外国語大学「日本語で読む中東メディア」が注目 http://www.tufs.ac.jp/common/prmeis/fs/ です。 

[北アジア(含むロシア)] 
○ ロシア地方首長選の大統領任命制への変更、下院が法案承

認2013年 01月 24日 18:24 JST 

［モスクワ ２４日 ロイター］ ロシア下院は２３日、州や

共和国など８３の連邦構成主体の首長選について、現在の公選

制を廃止し、プーチン大統領が候補者を任命する制度に変更す

る法案を賛成多数で承認した。 

同法案は、各構成主体が公選制を廃止し、プーチン大統領が

候補者３人を選び、構成主体の議会が首長を選出する内容。プ

ーチン大統領は過去に大統領を務めた２０００─０８年、構成

主体首長選の候補者の大統領任命制を導入。しかし昨年、プー

チン氏への抗議デモが相次ぎ、公選制が復活していた。 

  大統領任命制の支持者らは、同法案がイスラム武装勢力の活

動する北カフカスなど、多民族が居住する構成主体での首長選

で公選制を廃止することが主な目的だとの見方を示した。ロシ

ア政府は、これらの地域では、政府への忠誠心が低かったり騒

乱を起こしたりする可能性のある候補者が首長選に出馬するこ

とを懸念しているという。 

http://jp.reuters.com/article/jpRussia/idJPTYE90N04U2013

0124  

 
[西アジア] 

○ １０邦人は全員死亡、人質事件 政府、残る１人も確認 

 菅義偉官房長官は２４日夜、緊急記者会見し、アルジェリア

人質事件で最後まで安否が不明だった日本人男性１人の死亡を

確認したと発表した。これで、被害に遭ったプラント建設大手・

日揮（横浜市）の日本人の現地駐在員１７人のうち犠牲者は１

０人となった。無事だった７人と犠牲者９人の遺体は、政府専

用機で２５日午前７時ごろに帰国する。菅氏は帰国を受け犠牲

者１０人の氏名を公表する方針だ。 

 １０人目に死亡が確認されたのは日揮の前副社長で最高顧問

の新谷正法さん（６６）。身元は指輪などの遺留品で確認した。

遺体は城内実外務政務官とともに２６日か２７日に民間機で帰

国する見通し。2013/01/25 01:07   【共同通信】 

http://www.47news.jp/CN/201301/CN2013012401001178.html 

○ 指示は「日本人の人質」と自供 アルジェリア紙報道 

 【アルジェ共同】アルジェリア紙、アッシュルーク（電子版）

は２４日、同国南東部で起きた人質事件で逮捕されたイスラム

武装勢力の男が、指導者のベルモフタール司令官からフランス

人と英国人、日本人の計５人を人質に取るよう指示されていた

と報じた。日本人が標的だったことを示す具体的供述が明らか

になるのは初めてとみられる。 

 男はチュニジア人のアブタルハ・トンシ容疑者。治安当局の

調べに人質事件の実行グループである「血盟旅団」を傘下組織

として率いるベルモフタール司令官から、フランス人を中心に

英国人と日本人を人質に取るよう命じられたと話した。なぜ５

人かは明らかでないという。2013/01/25 05:27   【共同通信】 

http://www.47news.jp/CN/201301/CN2013012401001968.html 

○ イラン、空でも孤立 欧州便の撤退相次ぐ 

2013.1.24 17:03  

 欧州航空各社が、イランの首都テヘランと欧州を結ぶ路線か

ら相次いで撤退している。核兵器開発疑惑をめぐり欧米が厳し

い制裁を科す影響で、イラン経済が急激に悪化し、利用客が大

きく減っていることが主な原因。国際社会でのイランの孤立は

空でも徐々に進んでいる。 

 「もはや需要がない」。今月１３日を最後にウィーン－テヘラ

ン便の廃止を決めたオーストリア航空の報道官は１２日、撤退

理由をこう説明した。同航空は昨年１１月、週４便運航してい

た同路線を週３便に減らしたばかり。 

 エールフランス－ＫＬＭも１２日、「経済的理由」のため、現

在は週４便運航しているアムステルダム－テヘラン便を４月に

廃止すると表明した。（共同） 

http://sankei.jp.msn.com/world/news/130124/mds1301241704

0007-n1.htm 

【南アジア】 
○ 警察施設を襲撃、１１人負傷 アフガン首都でタリバン 2013.1.21 16:56  
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アフガニスタンの首都カブール西部にある警察施設から立ち上

る黒煙（ＡＰ） 

 アフガニスタンの首都カブール西部にある警察施設を２１日、

武装した３人組の男が襲撃、警察と銃撃戦となり、警察官ら１

１人が負傷した。男のうち２人は射殺された。地元警察が明ら

かにした。 

 反政府武装勢力タリバンが犯行を認める声明を出した。カブ

ールは国内で最も厳重な警備が敷かれているが、タリバンによ

る襲撃やテロが絶えない。 

 カブールでは１６日にも情報機関、国家保安局の施設をタリ

バンが襲撃。同局によると、職員１人が死亡、市民ら１７人が

負傷した。（共同） 

http://sankei.jp.msn.com/world/news/130121/asi1301211656

0000-n1.htm 

[東南アジア] 
○ スー・チー氏、訪日の意向 

2012.11.17 01:18  

 【ニューデリー＝岩田智雄】インドを訪問中のミャンマー最

大野党・国民民主連盟（ＮＬＤ）のアウン・サン・スー・チー

氏は１６日、産経新聞の取材に対し、訪日する意向があること

を明らかにした。 

 スー・チー氏はニューデリーにあるミャンマー難民の学校で

講演した後、「日本を訪問する計画があるか」との質問に「はい」

と答えたが、計画そのものについては「まだはっきりしていな

い」と述べた。 

 日本はスー・チー氏にとり、１９８５～８６年に京都大学東

南アジア研究センターの客員研究員として滞在したゆかりの地。

父親でビルマ（現ミャンマー）独立の英雄、アウン・サン将軍

も第２次大戦開戦前に日本に逃れたことがある。 

 スー・チー氏はかつて学んだ英国や多くのミャンマー人難民

が住むタイ、国連職員として勤務した米国などをすでに訪問し

ている。 

http://sankei.jp.msn.com/world/news/121117/asi1211170122

0000-n1.htm 

 [東アジア] 
○ 中国、日米に中台「共闘」アピール2013.1.25 01:26  

 【台北＝吉村剛史、北京＝矢板明夫】沖縄県・尖閣諸島沖の

接続水域に２４日、台湾の抗議船、巡視船と中国の海洋監視船

が入った。中台の船舶が同時に尖閣沖に現れるのは異例だ。中

国船が台湾船に協力しようとする動きも見せており、中国側に

は中台“共闘”を日米両国にアピールする思惑があったようだ。 

 台湾の海岸巡防署（海上保安庁に相当）によると、台湾抗議

船が接続水域に入った後、中国の海洋監視船が現れ、しばらく

同行。これに対し付近を航行していた台湾の巡視船が中国船に

離れるよう求めたという。 

 中国外務省の洪磊報道官は同日の記者会見で、「尖閣諸島に接

近する台湾の船を中国は支援するのか」との質問に、「釣魚島（尖

閣諸島の中国名）に関する中国の立場は一貫している。私たち

は事態の発展に注目している」と語った。 

 共産党筋によれば、中国政府は台湾や香港の船が尖閣海域に

入ることを支持する立場で、水面下で資金援助を行っていると

いう。中国の政府関係者は「台湾や香港の船が前面に出れば、

中日の対立という構図でなくなり、米国は介入しにくくなる」

と指摘している。 

 台湾当局が今回、活動家らの出港を許した背景として、与党・

中国国民党幹部は、対中融和に取り組んできた馬英九政権が尖

閣をめぐり日本や米国と対立する中国側に配慮したとの見方を

示し、中国の圧力があった可能性も示唆している。 

 活動家らが所属する中華保釣協会の狙いとしては、２月の旧

正月前に中国財界などから寄付金を集めることだったとみられ

ている。 

 ただ、今回の問題で、尖閣周辺海域の扱いが焦点の日台漁業

協議再開に向けた準備が先送りされる可能性がある。今年前半

中が目標とされた漁業協定締結にも影響しそうだ。 

http://sankei.jp.msn.com/world/news/130125/chn1301250127

0000-n1.htm  

○ 中国機へのスクランブル、過去最多の１６０回 

2013.1.24 23:52 ［自衛隊］  

 中国機に対する航空自衛隊の戦闘機の緊急発進（スクランブ

ル）が平成２４年度第３四半期まで（昨年４～１２月）で１６

０回に上り、２３年度通期の１５６回を超えてすでに過去最多

となっていることが２４日、防衛省統合幕僚監部のまとめで分

かった。公船による沖縄県・尖閣諸島周辺への領海侵入と並行

し、中国が尖閣を含む東シナ海の空域でも急激に圧力を強めて

いる実態を裏付けた。 

 統幕によると、１６０回のうち６割近い９１回が第３四半期

（１０～１２月）にあり、３カ月での回数でも過去最多を記録。

昨年１２月１３日には中国国家海洋局のプロペラ機「Ｙ１２」

が初めて領空侵犯しており、昨年９月の尖閣国有化の後、中国

機による飛行が急激に活発化したことによる。接近した機種は

軍用機の「Ｙ８」など情報収集を任務とする早期警戒機が最多

だった。 

 中国機への緊急発進は２０年度３１回▽２１年度３８回▽２

２年度９６回▽２３年度１５６回－と急増しており、今後も増

加が確実とみられる。尖閣諸島付近での軍用機による領空侵犯

も次第に現実味を帯びつつある。 

 空自は、１２月の領空侵犯以降、早期警戒機Ｅ２Ｃや空中警

戒管制機（ＡＷＡＣＳ）を投入して尖閣周辺の警戒を強めてい

るが「ギリギリの運用で常時監視は困難」（自衛隊幹部）とされ

る。政府は２５年度予算の概算要求に那覇基地でのＥ２Ｃ運用

基盤整備など、南西諸島の防空体制強化策を盛り込んでおり、

いっそうの対応が急務となる。 

 一方、ロシア機への緊急発進は１８０回で前年４～１２月の

１７５回から微増。こちらも「ＩＬ２０」など情報収集機が最

多といい、日本海の領空に沿うように尖閣諸島北方まで進出し
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たケースや、北海道を東回りに小笠原諸島近辺まで近づいたケ

ースもあった。 

http://sankei.jp.msn.com/politics/news/130124/plc1301242

3540013-n1.htm  

○ 中国要人が棚上げ提案 尖閣問題、公明山口代表に 

 【北京共同】公明党の山口那津男代表は２４日午後、中国共

産党の王家瑞中央対外連絡部長と北京で会談した。公明党の同

行筋によると、懸案の沖縄県・尖閣諸島をめぐり、王氏は「今

の指導者が解決できないとすれば後の世代に解決を託すことも

ある」と事実上の「棚上げ」を提案した。山口氏は「大局観に

立って冷静に対処すべきだ」と述べるにとどめた。 

 一方、山口氏と中国新体制トップの習近平共産党総書記は２

５日午前（日本時間同）に北京市内の人民大会堂で会談する方

向で最終調整に入った。山口氏は習氏に宛てた安倍晋三首相の

親書を携えており、日中首脳会談の早期開催を働き掛ける。 

2013/01/24 23:12   【共同通信】 

http://www.47news.jp/CN/201301/CN2013012401001718.html 

○ 米報道官「われわれに懸念向けるより対話を」 尖閣で「言

行慎め」の中国に反論2013.1.23 11:15 ［中国］  

 【ワシントン＝犬塚陽介】米国務省のヌランド報道官は２２

日の記者会見で、沖縄県・尖閣諸島に関するクリントン国務長

官の発言に中国外務省の報道官が「言行を慎むように」と反発

したことについて、「中国はわれわれに懸念を向けるよりも、対

話での問題解決を試みるため、日本政府とともに取り組むべき

だ」と反論した。 

 ヌランド報道官はまた、「日本の施政権を害そうとするいかな

る一方的な行為にも反対する」としたクリントン長官の発言は

「長年の米国の立場」を示したに過ぎないと強調し、「強い不満

と断固とした反対」を表明した中国側の見解を退けた。 

 一方で、日中双方が対話の席に着かなければ「いかなる解決

策も見いだせないだろう」と指摘。「安倍政権のハイレベルな使

節団」の訪中実現を歓迎し、本格的な対話の一歩となることを

「期待している」と述べた。 

 使節団は安倍晋三首相の親書を携えた公明党の山口那津男代

表の訪中を指しているものとみられる。 

http://sankei.jp.msn.com/world/news/130123/chn1301231117

0002-n1.htm 

○ 韓国、李大統領の兄に実刑 懲役２年、不正資金受領 

 【ソウル共同】韓国の李明博大統領の実兄で、不正資金を受

け取ったとして政治資金法違反などの罪に問われた元国会議員

の李相得被告（７７）に対し、ソウル中央地裁は２４日、懲役

２年と追徴金約７億５千万ウォン（約６３００万円）の実刑判

決を言い渡した。聯合ニュースが報じた。 

 韓国で現職大統領のきょうだいが実刑判決を受けたのは初め

て。来月に５年間の任期を終える李大統領にとっても厳しい判

決となった。 

 判決などによると、李被告は国会副議長だった２００７年以

降、後に営業停止処分を受けた金融機関の経営者らから計約７

億５千万ウォンの不正資金を受け取った。 

2013/01/24 20:01   【共同通信】 

http://www.47news.jp/CN/201301/CN2013012401001700.html  

○ 中国漁船、日本領海で拿捕される＝新華社 

2013年 01月 25日 03:18 JST 

［北京 ２４日 ロイター］ 新華社は２４日、中国の漁船１

隻が日本の領海で当局により拿捕（だほ）されたと報じた。 

報道によると、漁船は長崎県・五島沖で発見された。船長は取

り調べを受けた後、当局により連行されたという。 

http://jp.reuters.com/article/topNews/idJPTJE90N01Y20130

124  

○ 首相、政府主導で廃炉作業と表明 地方活性化へインフラ

拡充 

 安倍晋三首相は２４日、官邸で共同通信のインタビューに応

じ、東京電力福島第１原発の廃炉について「一日も早く進める

ことが福島の復興の前提になる。東電に背負わせるのは無理だ。

国が前面に出る」と述べ、政府が主動的な役割を果たし、作業

を加速させる考えを表明した。地域活性化へインフラ整備の拡

充など財政政策を重視する姿勢も強調。環太平洋連携協定（Ｔ

ＰＰ）交渉参加では、日本経済への影響を再試算した結果を踏

まえ判断する意向を示した。 

 国主導での廃炉は、３０年以上かかるとされる期間を圧縮し、

福島復興をばねに日本全体の再生につなげる狙いがある。 

2013/01/24 20:17   【共同通信】 

http://www.47news.jp/CN/201301/CN2013012401001261.html 

○ 中国、西沙への“闇ツアー”横行 南シナ海めぐり 

2013.1.24 07:00 ［中国］  

 【上海＝河崎真澄】南シナ海で中国やベトナムなどが領有権

を争う西沙（英語名・パラセル）諸島を、中国・海南島からの

チャーター漁船で無許可上陸する“闇ツアー”が横行している。

同諸島は観光客に開放されておらず、当局が摘発すれば罰金な

ど処分を受けるが、一方でツアー募集は黙認されており、中国

当局による実効支配の自信の表れとも受け取れる。 

 上海の夕刊紙、新民日報などによると、海南省海南島の海口

や三亜から、漁船に約３０人を乗せて出発するツアーで、約１

８時間で西沙諸島に到着。自然のままの島に上陸するという。

業者によると、年間数千人がツアーに参加している。 

 ５～７日間のツアーは食事付き１人７千元（約１０万円）前

後と料金は海外旅行並み。だが「前人未到の中国領土を訪れる」

との“うたい文句”が受け、２月９日から９日間の春節（旧正

月）連休に向けて、宣伝合戦も過熱気味だという。 

 ツアーの募集業者は、当局の摘発を免れるため、「公務員によ

る自国領土視察ツアーの形を取っている」と話した。 

 ただ、今月８日には観光客２３人とガイドを乗せた漁船が故

障して立ち往生。中国当局の船舶に救助される事故が起きた。

ベトナムなど中国以外の船舶に遭遇する事態も想定され、観光

客らの安全確保は考慮されていない。 

 西沙諸島には海南省の船会社が許可を受けて観光フェリーを

試験運航したことがあるほか、２０１５年までに同諸島にレジ

ャー施設を建設する計画がある。 
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http://sankei.jp.msn.com/world/news/130124/chn1301240703 0002-n1.htm  

● ユーラシアンクラブ・愛川サライの運営スタッフを募集します。アジア・シルクロードの諸民族の方々との交流を通

して、アジアを視野に国家民族宗教を超えた理解親睦協力を促進し、諸民族の共生、自然との共生を模索して活動します。 
● アジア各地からの投稿を歓迎します。ユーラシアンクラブ・企画編集委員会までお知らせください。 

 

【愛川サライ動向】 
 

Ⅰ 「水の里愛川―ホッとする空間『中津川水辺プロジェクト』」神奈川県間伐材事業として申請 
 愛川サライも一員として参加するまちづくりネットワーク中津川

（諏訪部勲代表）は、「愛川町との協働事業」の提案申請を取り下げ

た「水辺プロジェクト」を、神奈川県産材を利活用する住民の自主

事業として、神奈川県もり・みず市民事業支援補助金に申請しまし

た。水源環境保全・再生市民事業支援補助金とも呼ばれるもので、

神奈川県産の間伐材を利活用する水源事業として事業の趣旨にかな

うことから申請したものです。加工に必要な工具類の購入費用等が

補助の対象となっています。 

Ⅱ まちづくりネットワーク中津川に副代表3人就任 
 まちづくりネットワーク中津川は、総会を開き、今後の活動を拡

充する為、副代表3人の就任を決めました。愛川町半原で両向行政

区の区長をされている中島良一さん、中津の上熊坂行政区の区長を

されている足立原泰さん、愛川町で社会福祉法人を経営している関

根近臣さんです。また、団体の名称も「まちづくりネットワーク中

津川」から「まちづくりネットワーク愛川」への変更が検討されま

した。 

Ⅲ 篠笛教室開催で半原行政区のブロック長に協力要請

 3月30日に開催を予定している「篠笛教室」開催で、半原行政区

の中台康文区長（半原５行政区のブロック長）に、地元半原神社に

奉納するお囃子で、篠笛を演奏する子どもたちが「篠笛教室」に参

加するよう働きかけてほしいと要請しました。また、愛川高校和太

鼓部OBで後進のまとめ役でもある篠笛を演奏する綱島健司さんに

教室運営の協力を依頼しました。 

Ⅳ ロシア連邦サハ共和国の児童30人が和太鼓研修を希望、調整中 

 3 年前、神奈川県愛川町の繊維産業会館で一週間、金子竜太郎さ

ん（元和太鼓集団「鼓童」のトップ演奏者；現在独立しソロアーチ

ストとして活躍中）がサハの児童 16 人と合宿し、神奈川県立愛川

高校武道館を研修場として愛川高校和太鼓部（昨年県大会3位）の

全面的な協力を得て和太鼓の基礎から研修し、楽曲一つを完成し、

愛川町文化会館で発表しました。その成果は、帰国後サハ国内で高

い評価を受けて、再研修の要望が出ていました。しかし、一昨年は

東日本大震災の影響で研修を取りやめ、金子さんが一昨年と昨年、

二度にわたりサハを訪ねて指導に当たっていました。愛川町での研

修は昨年夏ごろから希望として出ていましたが、最近になって児童

の父母たちが集まり、真剣に派遣について協議したと言います。先

般、受け入れ環境について問い合わせがあり、派遣したい児童の数

は、3年前（16 人）の倍にあたる30 人（指導者含め）と連絡があ

りました。現在、宿泊所を含め受け入れ環境を調整しています。町

内の旅館はどこも予約で一杯で、前回通り繊維産業会館の和室を借

りるとすれば、食事や愛川高校までの送迎等かなりの数の協力者の

ローテーションを組むことになります。地域の協力を得られるよう

話し合い、調整を始めています。 
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編集後記：20周年の集いの会場が決まった。日本橋での開催が決ま

ってホッとしている。音楽を通した交流の最後に見えたアジアとの

要の地は日本橋であった。そして私が住むことになった愛川町には

東丹沢を中心に旧相模国に伝わった循環する水の物語がインド・イ

ランにつながっている。クラブの新指導部は、アジアが見えるペル

シャとモンゴルの出身者。江藤セデカさんはアフガニスタン出身で

復興支援を続け、バーボルドさんはモンゴル文化の継承や子供たち

の支援を続けている。日本のアイヌからアジアの少数民族まで目配

りのある、国家民族宗教を超えた活動の展開を模索中です。留学生

やさまざまな民族文化と歩む活動に期待です（お）  


